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 事業の経過概要

 県内の淡水着麟は年≒どもに振興の機運棉揚芦札当粋・しても静の進即応して・適㌣
 地調査及ぴ毒魚技術の指導に努め、内にあってに撃魚推進の中核として各点種の飼育技術の改良と。、
 向上をはか1・靴最近開発されρつあ予冷水擦利用の干伽ス鞘の1供碕に万全を期す奉図のも一
 とに施設の俸質改善と整備に努めた。

 ピ・また・秤慶か欄壷行っていた養鮭養鮒ついては・二蹄度限1で弾をはづすとと=
 }肥・し.指導面を強化する一方養鯉については種直生産等の。基礎的な試験赫究に≒どめるこキだし、・
 た』一

 義.鱒・事i業.

 た㌘嚇食干魚養成と㍗移入㍗項目及ぴ当場の試撃鰍ら稚†の配付を実施㌧
 昭和39年度の魚令別飼育状況は次表のとおりである..
       表159年産飼育経過去

       一点一'令与肌↑保有敷..弘一・一下該一.隼度末.保:負数備・一考一
       尾数.酋尾..数..重・・.量

       'イ雌魚'8-O万尾K40年刊擁無一
       。一年魚20万尾・一22-380万尾3138

       1年'魚..↓350国1与・800尾食用.625.8.一7496一
       一二'無一計1.32.41.324マスーぴ候補一一       種苗3&180尾…

 j癖化稚魚養成
 (ア)種卵
 39年度購入の発眼卵を次のとおり収容した。

 表2種卵の移入

     収容月日種卵正産地数量着時死卵備考
     39.12.15賀県醒ケ井養鰯場1口万粒826万粒

     〃12二1Z静岡県富士養鰹場{58

     40。一t2t.長野県'水産指導所10219

     .".2・3。.静岡県富士葦鰯場1084
     〃2.5.一1長野県水産指.導所20`検卵したが不明

     計.65
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 (イ)経過.及び結柴=一
 表3経過及ぴ結果の概要

      事.墳■111育群・1.'=z一31.4.1、一。5.二
      採.一'…柳・、.月・日・=3-21t24.39112039122640164019
      .卵一着・蹄・橿.跨1I.、、、・&ポC.ア2.C.・5.2℃..・・4戸℃.。一Z口30
      収容時水温ZOoC64℃ア1℃一・ω韓;二丘3韓
      .親・魚・.一。恵一・・令一・・3年象・・3年.魚2。年魚・ξ毎魚、.=・...多毎魚
      椴二.化・・.・佛・.始3912.263"2-28.40一・.睾・2。一。・岨込.“・..40.2.・↑4一
      〃終了3912.3140.1-34d2.1口40-2.1740-2.21

      卵到着より艀化終了ま      での繁死13,032粒631粒949粒1,665粒2,146粒
      浮上開始40,t244p-t25,一40.3.1一。40.32140-523

      蜘砕了芙壬〃2.1〃2.3〃3.84至27〃己28      4.5貞2尾・2,793尾.・.a232尾2.3101尾.433・o屠
      輯村開始40-2.24口.2.240-5640一至2440.a24一
      平均体重0.1仰〇一159O-149・O一.179O・1η

          一一=一'一一一I

          表40確'化稚.魚'の・鉢一科'単幽I
          月別一一一2・月.3月

          種別・・糖コ'1ん2群3..=4～5計1～234～5一計
          オリエンタル解付側一31,831,841.221,815.278-2

          ■一

          〃花250.85皿8
          豚肝臓1-31.3

          計33.13己192.0-I21-815-21.290

 (一ウ)餌=・料∵一・二・…

 。・驚ヒ鰐機億沈等を主体に㍗凶が入手困竿と叶

1二2稚魚養成

 38鞭の飢卵及ぴ自家採卵分子ら春仔撃ぴ秋仔の平成を琴施し・次の翻甲㌣・
表5権魚養成'.1
   項目瞬穆・†I一入し.''I.卵自一家採卵
   収容月日(39年2月も二自,'19日)
   発眼卵数2り万粒5ア000粒
   妬蛎・数一(率)5.ア・50(ろg%)21.44.4(3Z9%う
   媚化尾数(率)1・.9-4250尾(971%)3∬56尾(62.1%)
   艀化から浮上までの死点・
   及び不明負数9210〃3,456尾
   浮上(餌付)尾数俸)1850.4ψ(92.5%)3Z100尾(563%)
   6月24日までの病死魚及不明魚144.740419450尾

   6月24日現在40.3004(20.1%)12,650尾(2Z4%)
   秋稚魚配付数22.38口尾

   隼度未保有負数≠313.8K

 一4』6一



 7.〉、稚魚の配布状;'況
 .39年度≒スの稚魚配布を次のとおり行づ1た。=・1
 表6一泡'中養一殖供給内訳一、

    氏.名・一・所一.・.・在…一供:1給=電.備.・・一考
    徳永.秀灘.指宿都開聞一町・';119500尾♀500曜は1年魚
    .也・P.1∴I1≡勝1次。I太'口市山.野一2.2口O.
    .森満・.・・1.政一姶良都霧:島町4,5'00I一2,300は1集魚新規
    、.有村1嘉1範・吉…松町珍.ロー。口1集魚
    ・・吉山ミ義=磁鹿屋=市祓'川2.3口O新規
    一清水文一夫〃白木。2.000〃

    .。長崎・噴治肝付都吾平1河12・00目・〃
    久保嘉藤次薩摩都宮一之.城:町1.000〃・.

    中村・利.男.大ロー市小川・し内480・〃I
    三井金山KK串木野而下名.400〃

    計.5“80'.。
 (イ)餌料

 39年度稚魚養成に槻ヨしを餌料は次の通りであ乱

 表70年魚の月別給餌量・  (単位Kg)
              男1.4月董月・6月7月8月9月10月11月2月't月.書月3月日計

              種別
              解11κ1.3561445口』〕
              餌付.粉末・2905珊一3胴ぢ7一1口O]一

              北洋魚粉28544埠2379ア。
              一

              鮮.......1一.魚.奄。O1.0D280
              1小一一変一ミ・粉4』]3睾1勉25.8142644
              配合粉.未{30521.35t8
              稚魚川畑216!・4.06Z0車74
              ク花3155539{一一5包0..3509ZO13Z86124
              成魚用κ47口O..1,170氾

              鯉'揮%22Z560」〕8Z5
              ライート÷オイル15,5155

              ビタミン混1・合0-151o刀o〃5口283
              ヌシカラ白氏塩oo6Ipj402
              TM-SO」〕360084O」〕450.165

              計35お4765身0400」コ9114.8126.3155.5硯.17Z59509ア0一2255一1264744

 一ξ1食畢マス義。成
 1(ア)解'料
 39年度食用魚養成に使用した餌二科は次のとおりであ乱
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 表81年魚の月別給餌量  」し劉幽
              一一              月別重別4月5.月6月ア用8月9月10月1月12月月・月5月謙

              北洋魚粉185管3855444』〕200D・。19ZO15ω.94.O1661.5
              鮮...魚90』〕53j]1300275』〕
              小麦粉74』]14tO204D100」〕10ア574.O40.O74口5

              配合粉末.102幻1ア85105.064」]119096105455
              ベレツト'垢.541ZO322』〕20』〕120400,138.04口,050」]500刀幻1仏d
              フイFドオイル・20510415』]1501.85.5782

              ビタミン混合09・09

              N5-1802コ2647

              TM-50る60841,D3j53

              サイアジン022022

              ロメジン0060.06

              グアシニン0380る8

              ユベラフート'0るO口る。

              計437569弘7409583641Z845ア1.黎.3717138り174.05口、0団,o925.450306

 4・親奉及ぴ親魚候補養成一
 .親魚養球は昭和亨6年許ら始め・3三年度で4年を経過し・その内容も年と・共に充実してきて
 いる。き9年度に於いてはその採卵成績も別項の試験るところ七述べる.とおり.一応確立・した
 ものと奮えそ一らである。
 (ア)採卵結果試験の項.(イ)・餌・料・・試験の項

 .5139年度魚令別餌料費魚令別館1料費は次のとおり.である。
 I表9.39

'種別
 解付用κ.1
 一〃κ2

 〃粉.未
豚肝臓
 稚魚用κ.2
 〃κ3。

 一成魚用κ.4
 〃κ.5

 、・粉.未
.北洋魚粉
鮮一魚
小麦粉
♂ひな
 鰹用κ.2
フイート'オイル

 ビタミソ混合

 マツカラム氏塩

両

年慶魚魚令別館科蟹

220

-22ρ
2.00

350

ユ00

100

75

75

64

65

30

55

100

7邑75

100

1555

497

40年7個無
数量金額

11皿024200

5阯11176

12則5

 ユ6色135高3王

2れ04

8τ4

6124

 7町。

5工8

9τ0

2町0

644

8-5

1団5

q3

町2

12弘5

年魚.
 .金額.・

I1O00.

5緕9062

1550

“15

 g里4

1292237ミ;

1年一魚
数量金額

工1帖0

6645

16615

2730

74皿.5

竃一例
{252s

1高7帖

 も1叩
4qzη5

元820

13545

多

数量

 2㈹O

12冨7

.用8

ユ73o

τ.5

集魚
金額

2皿700

旺1088

.20182
22竃

鮎15

 75・坦

 45君4629-O06工501.09426昼703竃0

64586葦77

合

姦重

工帥0
5岨8

 ,Io叫。
エコ

 .'事π4
6124

 ケ。ol

 .144呂。

畠4註0

216工3

 ヨη

 目η9

τ5

8τ5

1250

工2

 uO国4

計

金額

35200

11Ho

 2町00q
 ・455一

目740

61240

..52恥

 10弓H0

州52
-1仙48岬

9258

軸845

.τ50

 '6s9晩2

12500

-1S06

9里4

2里82602



総括

 ア38年度贈化した稚魚に4～5月ヘキサミークスと考えられぢ奇病赤発生し1大量へい死を超
 したプごめ稚碑生産は低調で民間への稚魚供給が充分でき'なかっ.た。
 イ鯛魚率昨N・月細菌性蝉が師行し・大きな被害を受牝高水温期に於ける鯛・1・
 組成と環境琴昨ついて追究を行うべき坤った。
 ウ39隼度の卵の躍化管理については.収容時期を各期に分けて成長や疾病関係について調べ
 ることに二し.た。

 工自家探躰磁責については別項で述べる'が.一応自糊ヒヘの足がかりを得るにいたった。

養鮎事業

 39年度食用ア手養成を次のとおり実施した。
 1種・・=・一酋・
 表1揮..商の移牧
 穆一'放埠I」一日
 干・.午1ム月1・弓
 ク4・一月=6一目

 計・

産地

等人町松永
〃

教 一憂:

1.12.与工(

1115.OK

22Z5K

備考

2一.飼育池.
 59年度食・用アユ・養成に使用した池は次のとおりである。

 面積一93.7㎡凹～5面

 水量.5.4～13.5エ/S・・.
 水深一平均水深50σ肌

 水温次奉っとおり
 表…養成池の午.前.午後の平均水温一

       句.
       月別上旬中旬下句
       412..2.～14.5-oO12.9～15.3oO131ア㌣15-1oG

       5一14.1～16.51.5.6～16,71.Z1.～.18;5.
       ポ1Z9㌧19218.3～1901-95～22.4

       7一18.0～20.120.2～22.52-1.9～24.5

       &20.9～22.52口.5～21.22口.3～21.1

       9一20.O～21,020.2～21.418.5～195

       1016.5～21.015.8～1Z913,6～16.2

       1112.4～15.一〇12.2～14.613.1～15.3

 ∵449一



3飼.料
 (ア)餌料費
 39年度言アユ養成た要した餌料費は次のと1おワである。・
.表3月別館科費

   月別餌・・。料I餌.。料..費

   43542K多・22,615.岨円
   57693.49314,90前

   61,296.O83・6ア亨』』
   71.08・口.5φ2-815.30一

   81,028,O54,202.u

   935・2.518.12u〕』一

   105703,108.」コー』.

   11

   計4.91Z52913,850.8口

(イ) 月別給餌一挙
         表4月一別給餌量」一K.

         種別45一678910合二一計
         98.5404,O一818.05191338.0140.02-4.02,341.6

         ・鮮・魚194.0318.O8Z515.0614.5
         蠣.26.016.542.5

         配合粉末168一ミ194.7265.O2444186.O52-5901.12“

         小麦粉61.4142,019庄011臭d186.O≡52.5免07599
         フイート'オイル12.12る.02.口3Z1

         ビタミン混合1.082O,84o.口61.D82

         マツカラム氏塩0.200.840.06o.92.O

         TMM-5O-211.552.2ζ96

         書十353.ア762892t29".321,082.8・21.03Z0332.557口4.92&742

表4月別給餌量

4出荷
表5月別出  荷量及ホー金一額

 市K

           年月出荷数出荷率与一当単・価金額
           39.ア206K32.2%7口0～600円143-620.

           8'60.998I一ア。o46・74叫
           9260.343,O650～550一15&945.

           1084.41己4一650～60一ロー49090.

           11ア5t6I5504,195.

           計6191一400,590.

5総括
 (ア)39年度の飼育成績は前年に比し低調であった。
 (イ)出衙については民営業者を優先し.主に晩期出荷に向けた。
 (ウ)疾病及ぴ逃逸により歩留が愚かった。疾病は水温に対する給餌率の関係から消化器系

 統の病気が主であった。

一450一



養鯉事業

 39年度差鯉事業を次のとおり実施した。'

 1・飼育概要
 表1、…39年度飼育経過

139.4,1.有無
飼育区分尾数重量
青仔300000尾

 中・一羽10142.k

 初一鯉7如一k

 親鯉2σ

 払下敷・

106240尾

76ア9k

 7如k

無償
配布一' 不明減耗

年産末保有魚数
尾.

45亨岬

200尾1

3530k

 39年度をもって、申羽鯉及び灸用養汝.専業は中止十るため、大部分を払下げた。

 ㍗餌・料
 パ手練㌣餌料干呼?叶㍗二・
表2}魚令別歯料費

          親種格一矧捌平均青.仔=中羽・切鯉親鯉合計          単価数量金額数量。金額数量金額数・景金額
          北溝魚粉652367一1弱8550一一21一1,391.2581          一τ677650一

          鯉用二粉末64181,4一11,60%珊192184小11,801,6
          「

          年一ミー一ん6862041569%675240一1081Z35080一2694182592.
          鯉周%2727Z055仙775544
          ベレツト栃572298321,47Z60一36826柵60一335」2412Z2一

          一小二乗331彗088610-9238一1582ち22060桃沁61醐1298.
          米ピ糠25115037515375
          =麦・.・糠26一ア0182Z0182
          一一目'..藷2521.35325.28フ。24.602星
          ・フイート1オイル100101側10旭1,010

          計..320j.21,30%・97456.一5555038352る一174311.64ア26'94把90981
          Kg当単価66,59558149485ア12



 (イ)月別給額11量…:
              。3親コイ月別給餌量(単位Kg)

              べ45678910'11¶21之.3含..計
              北洋思11.2213-54フ21.4

              配合粉末33』〕

              甲ミール01ア3333295192261日8j

              小j,'琴・配合'べ・レ824625.銚。1582..              38185145368一

              ットκ5表.糠一770
              米I・一糠15」〕;150

              甘…藷2B28
              nf一、一80087O.1270ル1.172

              計8フ3〃7一5952・50.195105535酬72

 表4,I 青仔月別給餌量

         義男■別56789一1011合計.
         配合粉末405Z91195181.4

         甲ミ.一ル'一11.0一一β1.0620'.

         配.合ベビー一■斗62015.〔}
         ツトーκ2フイートーオイル=・一η0         0」〕フ70る360413

         hピ」伯ロー0』〕890る520441

 
        
,

         :計406906617「一18862D15』〕321.254

 (単位K穿)

         揮別月男I・45;.6.ア1・.・!8'9『1口合計
         北洋魚粉き.O.19口9091266ア22367

         1

         甲ミール1=32.18815638ろ134993

         1小麦.粉.=』一          55,8558

         1小一一∵麦754%55.9一896・一40.1451〕25306
         甘一一・轟一ア513821.3。

         .ペレット1胎5』12440.912Z9535.伯.6・298る
         フィードオイルア42.10.610.1

         ビタミン混合1.2752香23.595

         nf-180口484口41601321.2フ52貫24627

         ユベラフード0440何口.1ミ…21.9

         食塩Oj]550』〕55
         ≡十口'15」〕100579・135コ5628挑226;.1「9024984737

 一表5、  中羽コイ月別給餌量  (単位K穿)
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3、 産卵概要
 39年度稚コイ生産のため産卵を次のとおh実施した.
6排卵埴駈硬'

産卵月日使用親負数
 ♀9尾

 5・19♂2・尾
 6,14♀15尾

 ♂45尾=

 計♀24尾
 ♂72尾

 4.・稚魚供給
 表7、稚魚供給内訳

魚単数

36連

45連

81連

推定艀化数

 30万厨・

50万尾

稚魚

 210・00曜

300,000屏一

伸一考一
 ミ.。I!一・・司・'^
全鮎銑.,

    }、'、',一一.',、、レ〕一']一■}、

    一氏一名所在供.総数備考
    井手口澄夫大口市10,000尾池咋養殖・
    ・山口勝一次〃2,000グ.・・一
    向井野1,0・00.・.・〃    〃

    '二内村政道〃工O=口.0溜池養殖・
    山下浩二;〃2.1一.00池申養殖
    1井上.重一1三一一〃150〃
    .1.汰丸'〃.i.=.600水田養殖{
    有村嘉範.姶良郡吉松町4..t150'池中春殖
    永野一勇2,000〃    〃

    塙吉初志布志町6.560〃
    永吉弘1行伊佐都菱刈町8.700水田、池中養殖
    三島葬一光癖児島.サ何頭10.1リ0...地中義殖
    池1畑重洛一・日I置郡吹上町一5.000一一溜池養殖
    福村八郎兵衛指宿郡山川町1.00.0.。池中論殖
    中村・五月男薩摩郡宮之城町25.000.水田、榊中養殖
    重、村.繁.夫〃25,OOO河川放流.
    計106,240

    '一一

 養鰐、事業
 養轍・・確で終了のため・鮪坤放養榊前脚1㍗魚4-51(穿に㌣餌叩
 って養成し午にとどまつ㌣

 繰・一越魚給餌量生産量増重量
 茸Hk・=6・k・7k52k

一453一



虹鱒採卵試験一皿
(1)目的

 当場に於けるニジマス採卵試験は過去2ケ隼継続し、その成績は隻とともに向上している。

 河川水利用の恵まれたい条件下での安定した採卵が可能であるか、.章た採卵及び順化技術の
 修得向上をはかる目的で前年度に引続いて実施し走。

(2)方法

 方法は前年とほど同様にして打つだ。

(3.親魚養成
(力餌料

              表1月月親魚及ぴ候補魚餌料(単位Kg)

              4月5月6月ア月8月.9月0月11月12月1月2月3月計

              北洋一魚粉48275675」コ56』〕60」〕62D26』〕4028

              鮮魚8028D30』]76』コ

              豚肝臓0.7D7

              小麦粉16225.8'.31.028030031.01珊173D

              ♂ひた3.93675

              配給粉末化・・24518把28』〕1001267
              容レツ1循7釦31.口30j.56.83』〕276.0
              フィードオイル02珊335ア026155き215

              ピタミソ混ポI0」51.513j283.01≡0跳

              マツカヲム症強何引28珊103

              nf-1800110.075055019O.粥I2一

              皿山一5O.550.仰0則5

              ユベラフード010」〕8055019O19る2

              計76』].1ω一54.眺51545.跳.011.65421B30」〕・盲6フ.985・仙1S324

 (4)採卵可能魚の出現率

 表2、採卵月日及び可能魚出現率

           採卵月日採卵尾数出現率

           39年11月27日3尾1.3%

           39年12月4日2O.8

           39年12月17日166-8.

           39年12月25日.25.97

           40年1月6日994.一1.9

           40年1月20目46.1915

           40年1月27日198.1

           40年2月11日2811.9

           計236100

454一



(.5採卵成績
 表3、 回別採卵成績

          回次観日月日鵯漁平均体重一尾採卵数採卵数平均卵壷発鰹卵激実卵数一発眼率
          13911.27擢625身†407粒4214粒Iフ0穿2055粒2179州483%
          2珊12.42650t950至90070弱006008仙

          33912〃16η51.63026,179一'72230003-1798ア9

          4391225236631t51口34フ5072312003」550.897

          540.t699676152314251370106.85035663フ44

          6〃1-2口坐、.60493042{87I一'ヲ532933985476.9
          7〃1-27194631.10220‡257116999472680る

          8〃2.1284401-01028292702色856543684き

          計2366121る81503.36071240.17363.1877蝉

 (6)卵の発生状況
         4積水渇

         回欠襯明日発眼開始瞬イ弔始浮上閉姶積7℃         A・'A一

         13911.2739コ221401t540.1.31212712461ア225095j
         23912.439122540.1.1740.2.13'185ヨ150る194j530D

         33912.1740.1.8仙2.=140.2.28118仙化必209355己0一

         43912254口.1.2140.2.11340。ζ819001幽51%25507

         540.1.640.2.340.2.25如.3.23191.2185422386004

         640.1.2040.213帆至I740.329178フ18719200856ア4

         740.1.2740.22040.3.12一1925166,o.i

         8一〇.2104口.3,7一一一■一i一

 (7)発眼後の成績
 表5、艀化及び浮上成績

        圓次発眼卵数発眼率一解化尾薮一一瞬化率浮上尾数浮上薬備.考
        12035粒48る%tgoo屏954%1594属76.1%

        23る0084j]3.03391.92フ56835

        32ζ000879193658421866281.1

        431.2008972元6488852695486刻

        5106-850744104必50988102140955

        632933769289108ア52ア437833

        71699980る9749579・z9994711

        82385684る1916080る18」10759

        計240〃3フ9221421585320560フ786



 (・〕紬紬舶杜率■.一'…一1.・・∵.
 採卵後の親魚の牟亡率鰍ところては・・纏と言わ今そ咋当場の船細1後㍉一1ゲ月
 以内の麓死数はg魚で236尾中3尾でわずか1・3%てあつ牟。
 これは勿論、少数魚を大事に取り扱うためと考えられる。

 (・〕個体刑発痕率調査11.・、1・∵'1.'
 39年度は貞別の採卵を同一にしそ収容↓たため・個体別の発曝夢が詞章でき左かったが

 第・中の採卵の際個体別に卵を収容してその発眼靴べ調和
 表8、一個体刑発眼率調査一I一。.。1(昭40-1.27、襯粉)

        κ体重採卵数発眼卵数検卵数一発眼率卵径備.考
        1400t1=80粒↑=161粒19粒9舳カ5:001
        22004644343093.5一一人4''■一・・矯醐血...1
        3一15093692889914.5

        4650tp659501158925.6
        85.■'一一        5一400}や21,34794.ザ4.5・

        68502.2932.27023一一990・5,6

        7ブ00j・431.μ38510-75,6

        8一400一t4.7る・弘4541998.75.5

        9300.45三二23.43051・二1..4.5
        10'50086778285.90.2邸

        1千一一!6509・1ア77614184.65.2

        t

        1'2二5501-q17963.54.24.74.0

        。1計462一         ].25ブ'11-1341.39488-9

   表9、発眼率に対する出現尾数(40年一

   発眼率碗)出現尾数爆).

   〇一10ミ≡一一'

   10201

   2030o

   301一一」40O

   40150o

   50600

   6070.0

   フ0805

   8090・4

   90-10023

   計36一

(40年1月27日,2.月11日分)

一456_



 表10、個体刑発眼率調査一∬ (昭40.2.11)

        、4冨一体重一原流動発痕酎一致一検卵数発眼率.卵径.一二≒..・怖・、、…妻一
        14001.17硝1,144粒3嚇973・%4.5州

        2500924・8{8一10-6=一三葛965.2・一一身唯」うヰ(
        ;6001.口191.0081198..95ミ;

        4350940口940口一04.7一一

        55009277182;口878.55.1

        63509036392'647084.5

        75501.1391.056'85一92.7一4.5

        85001.1031.006ラ791.24.6

        93506996574294.口4.8

        104001.10787623179.14.5不良卵混入

        1120口67267口2'99.75.5

        124001.0441.0053996.35.4

        13350706436636.15.3卵色う十い

        刊46q07737086591.65.4

        15500.6-4958635=一9・90.34.3

        1655口1.5451.512339-79・5-4一

        1フ30099798710一98.94.6

        185001.2581.2302898.65.3

        1930093768525273.14.8卵膜うすくピランして眺

        203501.10798412388.94.6

        21450761871-85093.54.9絶ち机臓う朴
        225509479154296.75.3

        254001.0581.03ち'2398.852

        24500825626'1997550卵色う寺い

        計42723.224196263,9口383.3

(10)考察

 これらの結果のように採卵成績も3年目にして、発眼率及び艀化に良好な結果が得られた。
 これは親魚養成に於竹る餌料練成の改善及び採卵技術の向上によるところが大秦二い。
 年間水源変化から入ると夏期の嘉高.水源が25℃前後にもた幻、これがちょうど生殖巣の形
 成初期にたっているため、多分に影響を受けているものと考えられるが、結果からみると季

 節的た高水源は採卵そのものにぱあまり関係ないキうに竿察さ守る。
 発目長率は平均ア92%と水準に近づいたが、親魚の魚体力三小型のたも垂体に卵径が小さく
 今後親魚養成については、大型親魚養成につとめるべきである。
 卵質については、艀化成績等県外からの移入卵に比してあまり遜色は認められた毒った。
 このように自給化の足がかりを得たが安定生産の閾藩てたいため、今後とも更に歯科の外に
 性的成熟要素として水温及ぴ光条件がどのように影響するか等の基礎的研究が今後に課せら

 れた問題でぱたいかと考えられる。担当ふ山鉄≡雄.児島史郎
下野信一竹下一正



発眼卵輸送試験

 〔11目的1

 、、、意場の白ご採卵の発眼卵を用いて輸送のア駈調べて地1
 昭和40年2月11日～12日

 13〕供試一卵・。1.■

 採卵月日1I蹄40隼1月=6日
 発眼開始≡・.昭和40年2月3日

 発眼終了…昭和40年2月10日
数量'..5万粒一

14)輸送容器

 長野県水産指導所製作のステロFル箱1個を利用した。
 タテ42.5㎝1Xヨコ33.5αηXフカサ32.5απ

 115〕方法の概要
 スチロール箱の底及び側部に値スポンヂ(合成発泡材)を保湿と緩衝材とし七使用.した。

 卵袋はポリエチレン製で厚さ0.04ミリ大きさは30×20Cmで、約2鰍の通気孔か点在して
 窒素を防ぐ。この袋に発眼卵を1万粒づつ入れ、更に容気内の温度上昇・を防ぐため氷を約1Kg
 ポリエチレン袋につつんで入れた。スチロール箱はダンボールて作っ在外箱に入れ、荷造り

 'した。

       1(6)結果
       ・一表1、.輸送経過及ぴ結果

       荷・造・'2月11日11時30分
       '一一

       順化場水温11℃

       11時30分～17時30分室内放置

       17時30分～1-8時00分バイクにて運搬

       18時00分～8時30分室内放置

       8時ろ0分～9時00分バイクにて運搬

       9時00分～12時30分肋化室内放置

       暖化槽収容12時30分

       ・卵温4.8oO

       死卵数41粒

17)死卵

    表2一、死卵内訳

    卵群死卵数処理死卵性状

    κ.16卵もみ後死卵及ぴ不完全発生卵除去'・発眼卵1.不完全卵5

    κ22"一不完全発生卵2

    κ34〃〃4

    κ.44〃発眼卵1.不完全卵3

    κ.525卵もみ後死卵のみを摘出〃1.〃24

    計41粒41粒

一458



(8;摘要

 ア、I・当場産発眼卵は輸送等の物理的衝げきに対しても虚弱で削(こ・とが確かや舳む
 イ、今回は卵もみ後直ちに検卵荷造。をした定め、不完全発育卵韓判自色に牟らだホった

 定め、卵も1みして・翌日検卵して行えば発つと良い結。果が得トれ走もρン考えられる。
押当小山.鉄雄

 ニジマス餌椎耳料への滅恭力戯験
111目的

 聰化稚魚の餌付.餌料(・久ラ。シブ牛)一一に、油(マ・.イードオイル)。を添加十ると.成長は良いが尾数
 ・歩留は悪いと言㌦特に低水温で体浦添加』ぱ1良・く次・いと言一和れてhる。・
 当場は例年4～5以降に艀化稚魚特に1身以下の小型魚に原因不明の疾病が発生ヰるため低水
 溜一期にで=き6だけ成長をはかり尾数傑一留を良く十る給餌が望ましい。∴
 そこで、油添加が成長と保留にどのように影響十るかを知る定め実一施した。

 ω期間

 自昭和40一年2月18目}至昭和4-0年3月23日。一.3-6・日間

 (3〕供試魚
採卵月日昭莉59年12月4日

産地当場産

浮上昭和40年2月17日

供試尾数1,000尾2区

 (4〕方法(I一・

 餌料はオリエ/タル餌付κ1(ニク.ラ1・フル)を使用し、油添カO(外5%)区と無添加の二区
 とした。

 容器は。。㎝、。。㎝、深さ。。㎝の木製箱にコー1ビタールを塗・、.ゴニホースから1・C監、
 の注水を打つだ。

 15〕結果の概要

   表1、飼育結果
   試験区(添加)対照区(無添加)

   供試尾数1,000。1,000
   総重量(g〕110100
   平均一体重(9〕0.110.1.0
   取揚屋I数983975
   総・重一量(gi296240
   平均体一重色)O.30O.25

   死点骸一..重璽色〕1421   2.83.6

   不明数重量色)一5一4   0.60.7

   補正増重量ε)1896144.3
   給餌量(9〕330330
   餌料効率(%〕5ア542.7
   餌料係数1,7372.22
   尾数歩留㈲98.3975
   平均給餌率(%)5.O5.O

   `459一`459一



摘要

 成長及び尾数歩留とも満5%添加区が良怒であった。

 餌料効率がや㌧悪いがこれは餌付から打つたため、はじめ水中ロスが多かった.ものと考えられ
 る。

 期間中の平均水源は8～9℃程度で、この範囲の水漏で油5%添加は何んらの弊害も認められ

 たかった。一担当小山鉄雄

虹鱒網生蟹養殖試験
 l11目的
 一姶良郡吉松町川添地区内各処には盛車次湧水源(17℃うがあり、一三れらの活用をはかる
 ため、同地区竹中池(山積O,9ヘクタール)に於いて網主養によえニジ→スの養殖試験を
 実施し、養殖薬振興の基礎資料に充当するものとする。
 たお、本試験は吉松町カミ実施し」当場が技術指導及ぴ材料の二部を提供して打つたものであ
 る。

 ω期問

自昭和39隼4月28日至昭和39隼8月6目101日間

 {3〕供試魚
 大口養魚場産二〃マス1年魚

 尾数Z00-O尾
 重量395Kg

 14〕竹中池概要

水源湧水(数個所)

 水量不明(推定20～30個)

 水面積約O.9ヘクタール

 水温17～18℃

 水深1～3m

 図1、竹中池概要

一460二



 15〕生費網

 網地…クレモナ製網(80井)

 網色。一青色
 規格9例X一アーmX深さ2m

 面積63㎡

 網枠網枠は孟宗竹2本づつ1で固定した〇四隅からロープで湖岸に固定
 図2、生費網.

9m

7m

o5m

 ㈲給餌概要及び飼育結果

 表1、給餌量

    給餌期一問1日当給餌亙(計画量)旬間給餌量(計画量)体一重・測定
    4月29日～4月3口日1.2k(1.2)2.4k(2.4)1尾平均20多

    5月1日～5月10日1.3(1.5)13.0(13,O)

    5月11日～5月20日1.5(1.4),15.O(14.O)

    5月21日～5月31一日1.6(1-4)1ア6(㍉5,4)
    6月1日～6月10日1-8(1.6)18.0(16-0)96月10日1尾平均54
    6月11日～6月20日2.1(1.8)21.0(18.0)

    6月21日～6月30日2.2(2.1)22.0(21.O)6月29日1尾平均70多

    7月1.日～7月10日2.3(1.8)23.O(18.0)

    7月11日～7月20日・2.4(2.0)24.0(20.0)身
    7月21目～7月31日2.5(2.2)275(24.2)7月27日1尾平均91.6

    8月1日～8月6日2.6(2.4)15.6(14.4)8月6日1尾平均100身

    許198.1(176.4)

一461一



    表2、飼育結果

    項目緒果

    放一義尾数.一2.O00・

    総重量(Kg)395

    平均唯重'(9〕一20
    取揚屋数1,620..

    総重量(Kg)1692

    平均体重(9)100

    死魚数o.・・、.一二.

    不明負数38011≡

    .一塙..。.重、一・量(Kg).・=!12971
    給餌量一(Kg)198.1,1

    餌料勢I.率碗)。一6561
    一一飯一一一一糟''係数1,527;'

    尾数歩留(砺)一81一.
    平均給餌率(%)一2.O==

 (7〕考察

 網主賛によるニジマスの養殖は次の点で経済効果があることがわかった。

 1)、遊休水面が効率的に利用できる。

 2)・・成長嘆蝉と即劣ら帆・、.・
 至～一、施設費が華準に比㌻て格安である。.、、
 幸た問題点として
 1)、管理面で網の損傷による逃逸が考えられる。

 皇)、'網目に附着する藻類による通水不良

 等があげられるが、とれらはいずれも人為的に処理できる・ことであり、一生費網による養殖は

 企予と㌣て充㍗r、も?と㍗文,責小山.鉄雄.


